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　水戸市社会福祉協議会では、多世代交流を推進しています。本会が
運営する水戸市老人福祉センター長者山荘（渡里町3201-3）で、７月
15日「長者山荘プチ夏まつり」を開催しました。
　ふれあい渡里太鼓「音鼓班（ねこはん）」の心躍る演奏や、かき氷の
提供、ヨーヨー釣りなど、mitoこどもボランティア隊の小学生にお手伝
いをしてもらいながら、長者山荘のご利用者や地域の方々が夏の雰囲
気を楽しみました。

多世代交流みんなの夏の思い出

長 者 山 荘プチ夏 祭り

水戸市社会福祉協議会（社協）は、「だれもが元気で安心して暮らせる福祉のまちづくり」を進めています



　　社協の各種事業には、赤い羽根共同募金の助成金が活用されています。
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　愛パーク祭は「共に生きる社会」を目指して、地域
と施設利用者が交流を深めるかけ橋として開催して
いるお祭りです。『愛パーク祭での「であい」をきっ
かけに、同じ人間同士の「ふれあい」を深めて、地域
の中で「ささえあい」ながら共に生きて行こう』を合
言葉に、お祭りを通して心にバリアのない、誰もが住
み慣れた地域の中で支え合いながら安心して元気に
暮らせる「福祉のまち水戸」にするのが私たちの願い
です。皆さまのご来場をお待ちしております。

やきそば、カレー、菓子パン、野菜、お花、自主製作品
の販売。ステージ発表、ビンゴゲーム大会…毎年大賑
わいの会場です♪

第29回 愛パーク祭 を開催します

●開催日　平成29年11月３日（金・文化の日）10時～14時
●会　場　水戸市総合福祉作業施設（河和田町123-1）
●問合せ　水戸市社会福祉協議会
　　　　　愛パーク祭運営委員会
　　　　　電話　029-254-6600

フリーマーケット出店者募集！ 先着20組まで

「ひとり暮らしの皆さまとの交流会」を開催しました  社協堀原支部

地域のサロン活動レポート 

地域だより

楽しみながら奉仕の精神を発揮します サロン「ほのぼの」

　社協堀原支部では、６月 29 日、堀原市民センターで「ひとり暮
らしの皆さまとの交流会」を開催し、約 30 名が出席しました。絵
本の朗読、体操、コーラスや踊りの発表を楽しんだ後、食生活改善
推進員が中心となって手作りした昼食が振る舞われました。係員の
中には、進行をしたり、発表をしたりと、参加者に喜んでいただこ
うと何役も掛け持ちして奮闘する方もいました。最後は全員で輪に
なって火の国まつり音頭を踊って盛り上がり、参加者は交流会を満
喫した表情で帰られました。

　「みんなでおしゃべりやお茶会を楽しみながら人の役に立つこともしたい
ね」それがサロン「ほのぼの」のモットーです。地域性を生かして非常食
用のカボチャを栽培したり、地域の歩く会で提供する梅ジュースを作った
り、仲間同士で楽しみながらいろいろな作業に取り組んでいます。「楽しい
のに人の役に立てるなんて幸せ」と、参加者の笑顔が魅力的なサロンです。

赤い羽根共同募金
受配事業

◦開催日　毎月第２土曜日　13 時～ 16 時（1月と8月は休み）
◦場　所　岩根集落センター（岩根町 750-2）
◦内　容　お茶会、レクリエーション、奉仕活動、他
◦対象者　岩根集落センター近隣の 65 歳以上の方
◦連絡先　029-229-7149（代表  塙）

軽い運動と体操で健康を保ちましょう

大きな絵本「きつねのでんわボックス」の朗読

みんなで楽しく和やかに合唱

たくさん召し上がってくださいね

いいとみふれあいの集いで贈るバッグを製作

「さくらの会」による美しいコーラス発表

岩根集落センターの障子の張り替え

みんなで植えたカボチャが立派に育っています



　　皆さまより集められた社協会費は、各種事業に活用されています。
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水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

平
成
28
年
４
月
１
日
に
社
会
福
祉

法
人
水
戸
市
社
会
福
祉
事
業
団
と

合
併
し
、
両
団
体
の
機
能
を
有
機

的
に
連
携
さ
せ
、
次
の
５
つ
の
重

点
目
標
を
掲
げ
た
事
業
の
適
切
な

運
営
実
施
に
努
め
ま
し
た
。

　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
に
対

す
る
法
人
後
見
、
障
害
者
等
へ
の

虐
待
防
止
や
一
時
的
に
生
活
困
窮

に
陥
る
世
帯
に
対
し
生
活
相
談
・

就
労
相
談
支
援
な
ど
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、
第
47
回
社

会
福
祉
大
会
の
開
催
や
広
報
紙

「
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
」
の
ペ
ー

ジ
の
増
加
な
ど
広
報
啓
発
を
図
り

ま
し
た
。
支
部
活
動
は
本
会
の
根

幹
で
あ
り
引
き
続
き
運
営
基
盤
強

化
に
向
け
て
水
戸
市
と
の
連
携
を

図
る
等
検
討
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
社
協
会
員
会
費
の
増

強
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
未
加
入

者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
目
標
額
に

達
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
目
標
額

の
９
７
・
３
％
の
実
績
を
収
め
ま

し
た
。

　
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
憲
章
」

の
唱
和
を
各
種
行
事
等
で
行
い
福

祉
の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

水
戸
市
と
共
催
で
「
み
と
の
福
祉

を
考
え
る
座
談
会
」
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
に

つ
い
て
は
、
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
理
解
や
参
加
に
向
け

た
各
種
講
座
の
実
施
や
災
害
支
援

の
体
制
作
り
の
研
修
会
を
開
催
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
り
に
つ
い
て
は
、
水

戸
市
と
連
携
し
な
が
ら
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
及
び
子
育
て

サ
ロ
ン
、
地
域
ふ
れ
あ
い
事
業
及

び
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
事
業
な

ど
へ
助
成
を
行
っ
た
ほ
か
、
多
世

代
交
流
サ
ロ
ン
の
開
設
や
愛
パ
ー

ク
祭
の
開
催
な
ど
一
人
ひ
と
り
に

向
き
合
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
相
談
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

施
設
利
用
者
の
目
線
に
沿
っ

て
、
職
員
の
介
護
技
術
や
相
談
技

術
な
ど
の
研
修
を
実
施
し
利
用
者

の
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と
を
心
か

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
重
点
目
標
実
施

に
当
た
り
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
の
中
で
お
互
い
に
支
え
合
い

な
が
ら
安
心
し
て
元
気
に
暮
ら
せ

る
「
福
祉
の
ま
ち
水
戸
」
の
実
現

の
た
め
、
地
域
や
関
係
団
体
等
と

連
携
・
協
力
を
図
り
な
が
ら
、
各

種
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

 

一
、
総
務
管
理
・
広
報
等

【
会
議
等
】

　

〇
理
事
会
、
評
議
員
会
、
企
画
・

広
報
委
員
会
の
開
催

　

〇
監
査

　

〇
役
職
員
研
修
会

【
広
報
啓
発
事
業
】

　

〇�

第
47
回
水
戸
市
社
会
福
祉
大
会

の
開
催
（
参
加
者
2
3
3
名
）

　

〇�

広
報
紙「
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
」

の
発
行
（
年
４
回
）

　

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
・
運
用

【
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
館
の
管
理
運
営
】

　

〇
会
館
利
用
総
数
（
2
9
8

日
開
館
・
4
、6
9
9
件
・

７
０
、7
8
0
名
）

 

二
、
地
域
福
祉
推
進
事
業

【
会
議
等
】　

　

〇
地
域
福
祉
委
員
会

　

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興
委
員
会

【
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画

の
推
進
】

　

〇
み
と
の
福
祉
を
考
え
る
座
談
会

の
開
催
（
前
期
・
後
期
）

【
支
部
活
動
の
推
進
】

　

〇
会
員
会
費
の
募
集

　

〇
32
支
部
に
対
し
活
動
費
を
助
成

（
１
３
、５
２
８
、１
０
０
円
）

みとの福祉を考える座談会

主
な
実
施
事
業

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

事
業
報
告
と
決
算

平成
28年度

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
尊
重
し

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
福
祉
の
ま
ち
水
戸
」
の
実
現

市
民
福
祉
の
啓
発
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興

ふ
れ
あ
い
助
け
合
い
活
動
、

自
立
生
活
支
援
・
介
護
支
援
等

の
充
実

福
祉
施
設
の
利
用
者
の
意
向
に

沿
っ
た
支
援
と
適
正
な
運
営

社
協
支
部
運
営
基
盤
の
強
化
と

自
主
財
源
の
増
強

目標1

目標3

目標4目標5

目標2



　　社協の各種事業には、赤い羽根共同募金の助成金が活用されています。
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〇
支
部
長
連
絡
協
議
会
の
運
営

　

〇
支
部
役
員
研
修
会
の
開
催

　

〇
支
部
活
動
促
進
事
業

　

〇
福
祉
台
帳
の
整
理

【
高
齢
者
福
祉
関
係
】

　

〇
第
43
回
金
婚
祝
賀
会
の
開
催

　

〇
敬
老
会
の
開
催

　

〇
高
齢
者
慶
祝
事
業

　

〇
愛
の
定
期
便
事
業　

　

〇
高
齢
者
ク
ラ
ブ
事
業
補
助

【
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
】

　

〇
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
柳
堤

荘
・
あ
か
ね
荘
・
常
澄
・
南

部
・
末
広
・
葉
山
荘
・
長
者

山
荘
）
の
運
営

【
児
童
・
母
子
福
祉
関
係
】

　

〇
交
通
遺
児
世
帯
の
小
学
校
・

中
学
校
卒
業
児
童
生
徒
に
就

学
奨
励
金
の
贈
呈

　

〇
第
28
回
水
戸
市
の
び
の
び
子

ど
も
作
品
展
参
加
賞
品
協
賛

　

〇
福
祉
教
育
協
力
学
区
指
定
事

業
（
国
田
支
部
指
定
）

【
障
害
者
（
児
）
福
祉
関
係
】

　

〇
第
18
回
ふ
れ
あ
い
の
ひ
ろ

ば
、障
害
者
機
能
回
復
訓
練

事
業
へ
の
助
成

【
日
常
生
活
用
具
・
福
祉
機
器
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
】

　

〇
特
殊
寝
台
、車
い
す
の
貸
出
・

管
理

【
相
談
事
業
】

　

〇
心
配
ご
と
相
談（
相
談
88
件
）

　

〇
結
婚
相
談（
相
談
3
5
5
件
）

【
歳
末
た
す
け
あ
い
援
護
事
業
】

　

〇
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
よ

る
援
護
事
業
の
実
施

【
地
域
福
祉
活
動
団
体
支
援
】

　

〇
福
祉
関
係
団
体
へ
の
支
援
補

助
（
46
団
体
）

　

〇
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
及
び
子
育

て
サ
ロ
ン
助
成
（
32
ヶ
所
）

【
水
戸
地
区
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
】

　

〇
役
員
会
、
総
会
、
研
修
等

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業
】

　

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

運
営（
相
談
・
登
録
・
紹
介
等
）

　

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
広

報
啓
発
事
業

　

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
等

研
修
会
・
連
絡
会
の
開
催

　

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
・

出
前
講
座
の
開
催　

　

〇
福
祉
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ソ
コ
ン
相
談

コ
ー
ナ
ー
の
設
置

　

〇
福
祉
活
動
器
材
等
貸
与
事
業

　

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
等

活
動
助
成
及
び
支
援

　

〇
水
戸
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
の
支
援
及
び
助
成

　

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
活

動
パ
ネ
ル
展
の
開
催

　

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
及

び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用
保

険
加
入
促
進

　

〇
物
品
受
託
及
び
払
い
出
し

　

〇
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
立
上
げ
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成

　

〇
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
関
係
団

体
等
主
催
事
業
に
参
加
協
力

【
そ
の
他
の
事
業
】

　

〇
共
同
募
金
運
動
及
び
災
害
義

援
金
へ
の
協
力

 

三
、
相
談
支
援
等
事
業

【
会
議
等
】

　

〇
相
談
支
援
福
祉
委
員
会
の
開
催

【
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
】

　

〇
相
談
支
援
事
業

　

〇
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

事
業

　

〇
障
害
者
差
別
解
消
に
関
す
る
事
業

　

〇
第
1
号
職
場
適
応
援
助
者
事
業

　

〇
研
修
・
会
議
等

【
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
】

　

〇
雇
用
安
定
等
事
業（
国
事
業
）

　

〇
生
活
支
援
等
事
業（
県
事
業
）

　

〇
研
修
･
会
議
等

【
権
利
擁
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
運
営
】

　

〇
成
年
後
見
制
度
の
利
用
相
談

及
び
申
立
支
援

　

〇
成
年
後
見
人
等
の
受
任

　

〇
市
民
向
け
学
習
会
及
び
説
明

会
・
相
談
会
の
実
施

　

〇
運
営
審
査
委
員
会
の
開
催

　

〇
研
修
会
参
加

　

〇
定
住
自
立
圏
構
想
に
係
る
実

施
計
画
の
検
討
及
び
協
議

【
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
】

　

〇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

や
日
常
的
金
銭
管
理

　

〇
研
修
会
参
加

【
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
】

　

〇
自
立
相
談
支
援
室
の
運
営

　

〇
研
修
会
参
加

【
生
活
困
窮
者
学
習
支
援
事
業
】

　

〇
学
習
支
援
・
保
護
者
へ
の
進

学
助
言

　

〇
研
修
会
参
加

【
生
活
福
祉
資
金
等
貸
付
事
業
】

　

〇
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
相
談

　

〇
貸
付
金
償
還
督
促
業
務

【
要
援
護
者
支
援
】

　

〇
生
活
保
護
世
帯
に
対
す
る
一
時

貸
付

　

〇
行
路
人
に
対
す
る
援
護　

 

四
、
生
活
支
援
事
業

【
会
議
等
】

　

〇
施
設
・
在
宅
福
祉
委
員
会
の

開
催

　

〇
第
28
回
愛
パ
ー
ク
祭
の
開
催

（
参
加
者
1
、2
0
0
名
）

【
水
戸
市
身
体
障
害
者
生
活
支
援

施
設
い
こ
い
の
運
営
】

【
水
戸
市
福
祉
作
業
所
む
つ
み
の

運
営
】



　　皆さまより集められた社協会費は、各種事業に活用されています。
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【
水
戸
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
つ
ど
い
の
運
営
】

【
水
戸
市
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
か
の
運
営
】

【
水
戸
市
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
あ
か
つ
か
の
運
営
】

【
一
時
預
か
り
事
業
所
あ
か
つ
か

「
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
」
の
運
営
】

【
水
戸
市
立
開
江
老
人
ホ
ー
ム
の

運
営
】

【
水
戸
市
障
害
者
教
養
文
化
体
育

施
設
「
水
戸
サ
ン
・
ア
ビ
リ

テ
ィ
ー
ズ
」
の
運
営
】　

【
訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
み
ら
い

の
運
営
】

【
計
画
相
談
支
援
室
「
ケ
ア
プ
ラ

ン
セ
ン
タ
ー
り
ぼ
ん
」
の
運
営
】

【
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
あ
か
つ

か
の
運
営
】

【
介
護
保
険
認
定
調
査
室
の
運
営
】

 

五
、
就
労
支
援
事
業

【
水
戸
市
身
体
障
害
者
就
労
支
援

施
設
の
ぞ
み
の
運
営
】

【
水
戸
市
知
的
障
害
者
就
労
支
援

施
設
は
げ
み
の
運
営
】

【
水
戸
市
知
的
障
害
者
就
労
支
援

施
設
み
の
り
の
運
営
】

【
就
労
支
援
事
業
所
水
戸
市
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
営
】

【
就
労
支
援
事
業
所
あ
か
つ
か
の

運
営
】

収入の部 支出の部

平成28年度決算のあらまし

繰越金（当期末支払資金残高）　320,076,145円

法人全体収入
2,020,062,492円

法人全体支出
1,699,986,347円受託金・指定管理

施設等事業受託
1,262,509,599円
（62.5％）

補助金・分担金
92,430,000円（4.6％）

事業収入
・事業収入
・介護保険事業収入
・保育事業収入
・就労支援事業収入
・障害福祉サービス等事業収入
262,255,244円（13.0％）

繰越金
・前期末支払資金残高
・合併受入支払資金残高
270,986,078円（13.4％）

総務管理・広報等
・法人運営事業
・社会福祉大会事業
・福祉ボランティア会館管理運営事業 他
270,383,481円（15.9％）

その他の活動による収入
・積立資産取崩収入
・その他の活動
43,363,473円（2.1％）

就労支援事業
・身体・知的障害者就労支援施設
・就労支援事業所 他
270,249,623円（15.9％）

生活支援事業
・身体障害者生活支援施設いこい
・開江老人ホーム
・生活介護関係施設 他
785,974,468円（46.3％）

地域福祉推進事業
・福祉相談事業
・金婚祝賀事業
・ボランティアセンター運営事業
・老人福祉センター管理運営事業 他
213,313,469円（12.5％）

相談支援等事業
・権利擁護サポートセンター
・障害者支援センター
・生活困窮者自立相談支援事業 他
120,542,488円（7.1％）

共同募金配分金事業費
39,522,818円（2.3％）

その他の収入
・貸付事業収入
・受取利息配当金収入
・その他の収入
30,052,275円
（1.5％）

共同募金配分金
29,578,859円（1.5％）

会員会費
27,307,908円（1.3％）

寄附金
1,579,056円
（0.1％）



　　社協の各種事業には、赤い羽根共同募金の助成金が活用されています。
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平成29年度 歳末たすけあい援護金の配分申請案内　
　平成 29 年度歳末たすけあい募金の中から、在宅で援護を必要としている世帯に対して援護金を配分します。
希望される場合は下記内容をご確認の上、申請してください。（自己申請による配分です。）
１　申請受付期間／平成 29 年９月１日（金）～９月 29 日（金）（期日厳守）
２　 申請書の提出及び問合せ／水戸市社会福祉協議会地域福祉推進係へ必要書類を添えて直接持参するか（土、

日、祝日除く）、又は郵送（９月 29 日必着）してください。
　　（〒 311-4141　水戸市赤塚 1-1 ミオス 2F 福祉ボランティア会館内　電話 029-309-5001）
3　配分の時期・方法／平成 29 年 12 月中に、原則口座振込みにて配分します。

〇地域のふれあい支え合い事業への配分　福祉団体や福祉ボランティア団体などが、水戸市民を対象
として 11 月 1 日～翌年１月 31 日までの間に実施する「ふれあい・支え合い」を目的とした交流事業に対
して配分を行います。（５万円以内）。配分を希望する団体は、本会までお問合せの上申請してください。

＜申請に必要なもの＞ ＜配分申請書を置いている施設＞
○配分申請書（様式第1号）
○世帯全員分の平成29年度市民税非課税証明書
　（平成28年1月1日～12月31日の証明）
○「準要保護世帯」は準要保護児童生徒認定通知書のコピー
○ 「特別支援教育就学奨励費支弁区分１段階の認定を

受けている世帯」は支弁区分決定通知書のコピー
○ 「重度障害者のいる世帯」は障害者手帳のコピー（氏

名・等級がわかる部分）
○ 振込先通帳のコピー（表紙の内側）
　※配分条件と提出書類をご確認の上、申請してください。

①水戸市社会福祉協議会
　赤塚事務局（赤塚1-1ミオス2F） 河和田事務局（河和田町123-1）
②末広老人福祉センター「あじさい」   （末広町2-3-13）
③南部老人福祉センター「ふれしあ」   （吉沢町850）
④老人福祉センターあかね荘　　　　（石川2-4094-1）
⑤老人福祉センター柳堤荘　　　　　（本町1-3-28）
⑥常澄老人福祉センター　　　　　　（大場町472-1）
⑦老人福祉センター葉山荘　　　　　（千波町1677）
⑧老人福祉センター長者山荘　　　　（渡里町3201-3）
⑨水戸市福祉総務課  （三の丸1-5-48 三の丸臨時庁舎）

※ 配分申請書は水戸市社会福祉協議会ホームページ (http://www.mito-syakyo.or.jp) からも
　ダウンロードできますのでご利用ください。

〇在宅者への配分　在宅で援護を必要としている世帯に援護金を配分します（※生活保護世帯を除く）。
　〈配分対象世帯〉在宅で、次の（１）と（２）の両方の条件に該当している世帯。

　（１）  ９月１日現在で水戸市内に６ヶ月以上居住し、世帯全員の市民税が非課税であり、世帯の月額収
入が下表の収入基準額表に定める基準額以下であること。

　　　 収入基準額表（７人以上の場合は１人増えるごとに、60,000円を加算する）

　（２）   次にあげる世帯条件のいずれかに該当する世帯（ただし、２つ以上の該当がある場合でも申請は
いずれか一つです。）

　　　　①満 65 歳以上のひとり暮らし高齢者
　　　　②満 65 歳以上のねたきり又は、認知症高齢者のいる世帯
　　　　③ 義務教育で準要保護の認定を受けている世帯又は、特別支援教育就学奨励費支弁区分１段階の

認定を受けている世帯
　　　　④ 重度障害者のいる世帯で身体障害者手帳１級（聴覚障害者は２級）、療育手帳ⒶもしくはA、

又は精神障害者保健福祉手帳１級の交付を受けている者がいる世帯
　　　　⑤未就学児のみを養育している母子父子世帯
　　※ 対象となる方が施設入所や長期入院（６ヶ月以上）などの理由で在宅でない場合は対象外です。

世 帯 人 員 １　人 ２　人 ３　人 ４　人 ５　人 ６　人
基　準　額 127,000円 194,000円 264,000円 334,000円 409,000円 467,000円

　今年も 10 月１日より『赤い羽根共同募金運動』
が全国一斉に始まります。
　『町の人のやさしい気持ちを集める活動』に皆さ
まのご協力をお願いします。
問合せ／茨城県共同募金会水戸市支会
電話029-309-5001（水戸市社会福祉協議会内）

共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力をお願いします。

～あの人を、すべての人を支えたい～



　　皆さまよりお寄せいただいたご芳志は、各種事業に活用されています。
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編 集 後 記

（登録に必要なもの）
①独身証明書（本籍地の市町村窓口で取得できます） 
②写真（全身立像）タテ12㎝×ヨコ8㎝　※写真館で撮影したもの
③申込料2千円（市外の方3千円）

使用済切手・テレホンカード・物品等
水戸更生保護女性会 / 外岡健夫 / 横田一郎 / 水戸保護観察所社会貢献活動係 / 田尻
寅 / 八ツ田知久 / 松崎・長南法律事務所 / 赤塚郵便局 / ばるーん・レインボー / ボーイ
スカウト水戸第４団 / 木村節子 / 橋爪悦子 / 全司法労働組合茨城支部 / 鈴木國弘 / ふ
れあいクラブ / 村上正子 / 介護予防デイサービスセンター元気はつらつ館 / ボーイスカウ
ト水戸第２団 / 冨岡ます / 茨城点訳音訳友の会 / 斉藤藤男 / デイサービスケアサポート
桜ヶ丘 / 菊地吉男 / ミュージックベル 28♪響（ひびき）♪ / ナルク水戸 / 混声合唱団コー
ル水戸 / 真下寿宣 / 田鍋悦子 / 白澤博 / 薗部力雄 / 飛田捷昱 / 茨城県国民年金基金 
/ ときわふれあいでんわの会 / 茨城歌人会 / 海老沢貞子 / 石川市民センター・社協石川
支部 / 水戸市シルバー人材センター手芸サークル / ブリヂストンタイヤジャパン㈱茨城カン
パニー / 三の丸こだまの会 / サークル・点心 / 稲葉昭一 / 七海康光 / 朗読ボランティア

「コスモス」 / （公社）いばらき被害者支援センター /  川上弘 / 野菊の会 / 飛田輝彌 / 朗
読ボランティア「ひびき」 / 柳沼久美子 / ㈱柴建築設計事務所 /  ㈱保険プラネット / ㈲
カネミツ商会 / 七字八千代 / 床宿美保 / 中妻地区土地改良区 / 望月総合法律事務所 / 
水戸市肢体障害者福祉協会 / 宮下かし子 / 水戸市役所 /  ムラテック販売㈱  / 池田武男 / 園部美喜子 / 水戸市
シルバーリハビリ体操指導士の会見川支部 / 四つばの会 / 大畠保彦 / 川村和雄 / アートセンタータキタ / 佐倉冨
美江 / 中澤英子 / 黒澤保夫 / 酒門市民センター / 齋藤ひさ / 千葉洋昭 / 袴塚中央町内会 / 俳句結社ひたち野
社 / 水戸リング友の会 / 石の老舗㈱こしば / 充年会 / 雑賀大介 / 小島測量登記事務所 / 下野澄子 / 東水運輸
㈱ / 水戸市シルバーリハビリ体操指導士の会西部支部 / 中島忠重 / 城東女性会 / 阿部建設㈱  / 茨城県退職公
務員連盟水戸支部 / トラスト㈱ケアサポートみなと / 及川幸子 / 城東ふれあい電話・にじの会 / 荒川真由美

水戸市社会福祉協議会
平成29年5月～平成29年7月受付分（敬称略・順不同）

寄付金（社会福祉事業に）
コミュニティカラオケ福祉団体納豆の会 / 石川地区コミュニティ連絡協議会スマートシ
ニアゴルフ大会 / 鶴田喜一郎 / シニアカラオケ愛好会水戸・波崎連合実行委員会 / 社
協石川支部 / 下野澄子 

（平成29年度7月末累計　266,452円）

　徳川光圀による『大日本史』の編纂事
業によって育まれた水戸藩の教育的伝統。

その後、徳川斉昭によって創設された教育機関である弘道館へ
と発展し、さらに、徳川慶喜の世紀の決断となる「大政奉還」
につながるなど、明治維新の原動力となりました。
　今年は大政奉還から、そして来年は明治改元から 150 年を迎
えます。この大きな節目を機会に、改めて、日本が近代国家への
第一歩を踏み出すきっかけとなった水戸の歴史を学んでみてはい
かがでしょうか。水戸市では、今後、様々な記念事業の実施を予
定していますので、皆さんぜひご参加ください。 （雲藤 尊範 記）

コミュニティカラオケ
福祉団体納豆の会様

水戸リング友の会様

シニアカラオケ愛好会
水戸・波崎連合実行委員会様

〈寄付金をいただきました〉

〈車いすをいただきました〉

編　集　 水戸市社会福祉協議会広報委員会
発　行　 社会福祉法人水戸市社会福祉協議会
　　　　 〒 311-4141　水戸市赤塚 1-1
　　　　 （水戸市福祉ボランティア会館内）
　　　　 TEL 029-309-5001  FAX 029-309-5525
　　　　 URL  http://www.mito-syakyo.or.jp
　　　　 E-mail  syakyo@mito-syakyo.or.jp

心配ごと
相 談

結婚相談
みとマリ

あなたのあらゆる心配ごとや悩みご
との相談に無料で応じます。当日受
付順に相談をお受けします。（電話
相談不可）

みとマリッジセンター（みとマリ）
では、人生のパートナーに出会
うお手伝いをいたします。（秘密
厳守）

日　時　毎週木曜日（祝日を除く）
　　　　13時から15時30分まで受付

場　所　水戸市福祉ボランティア会館
　　　　水戸市赤塚1-1　ミオス2階

問合せ　水戸市社会福祉協議会
　　　　電話  ０２９-３０９-５００１

日　時　毎週土曜日（祝日を除く）  13時から15時まで受付
場　所　水戸市福祉ボランティア会館  水戸市赤塚1-1  ミオス2階
問合せ　水戸市社会福祉協議会　電話 ０２９-３０９-１００１



（シンボルマークと標語）
水戸市社会福祉協議会ボランティアセンター
〒311‒ 4141 水戸市赤塚1-1（水戸市福祉ボランティア会館内）
TEL 029-309-1011　　FAX 029-309-1139
http://www.mito-syakyo.or.jp
月曜日～金曜日  9：30～12：00  13：00～16：30

問　合　せ　・　申　込　み　等

ボランティアセンター
だより

小さな芽　大きく咲かせる　ボランティア

平成29年（2017年）9月15日号
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夏の体験教室（要約筆記・手話・点字）・夏休み親子チャレンジボランティア体験講座

mitoこどもボランティア隊　～長者山荘プチ夏まつり～

お知らせ ★第16回ボランティアまつり in ミオス 日時　10月15日（日）10：00～15：00
場所　市福祉ボランティア会館（赤塚1-1）

要約筆記体験教室
【協力：水戸要約筆記サークル萠】

手話体験教室
【協力：手話サークルしあわせ会】

点字体験教室
【協力：サークル・点心】

夏休み親子チャレンジボランティア体験講座
【協力：（一財）全国盲導犬協会】

　ボランティアセンターでは、ボランティア体験月間（７月・８月）に合わせ、各種体験教室や講座を開催しました。
　体験教室では、要約筆記・手話・点字の体験を各サークル講師指導のもと、要約筆記では筆談を、手話ではあいさつを、
実際に聴覚障害の方と行い、点字では、点字板を使って名刺づくりをしました。初めての参加で最初は不慣れだったあ
いさつも、最後には参加者同士自然に手話であいさつができるようになりました。
　小学生と保護者を対象に開かれた「夏休み親子チャレンジボランティア体験講座」では、講師に全国盲導犬協会施設
長中野薫様をお迎えして、盲導犬育成訓練に関わる講話と動画で説明を受けました。普段関わることが少ない盲導犬で
すが、実際に触れることもでき、講座をとおして理解を深めていただきました。

　小学生を対象にボランティア活動を行う「mitoこどもボランティア隊」。
　本隊は結成５年目、今年は11名の小学生が登録しています。
　7月15日（土）、老人福祉センター長者山荘で開催
された「長者山荘プチ夏祭り」のお手伝いをしました。
　当日は暑い中９名のメンバーが参加し、かき氷や
ジュースを配ったり、ヨーヨー釣りコーナーも担当、
来客者、利用者と触れ合う時間となりました。
　mitoこどもボランティア隊、現在も募集中です。
　興味のある方はボランティアセンターまで！

はつらつ健康マージャン会
 代表　大澤　信昭

　「はつらつ健康マージャン会」は、高齢者がはつらつと老後を過ごすことができるように《健康・生きがい・仲間づくり》
のため、“賭けない・吸わない・飲まない”ことを条件として、男女を問わず高齢者を中心に全国に普及しています。

　今までは「はつらつ百人委員会」の事業としていましたが、地域の皆さんへの
理解と普及推進するため、今年度からボランティアサークルに仲間入りしました。
会員は 66 名ですが、開催は毎週１回（火）、女性の方が参加しやすい 13 時～ 16
時までとし、会場の都合もあり、毎回 13 卓（52 名）位で楽しんでいます。場所は、
市民センターやミオスの会議室です。
　他地域との交流戦や、ねんりんピック県予選にも参加し、今年は２名が県代表
としてねんりんピックに出場します。
　皆さんも健康寿命をアップするために楽しんでみませんか！

あったか通信

『健康・生きがい・仲間づくり』


